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頭頚部癌の肉眼的腫療体積の境界限定におけるFDG-PET の有用性

論文内容の要旨

頭頚部癌の放射線治療計画における FDG-PET の有用性を明らかにする目的で、 2006 年

2 月から 2009 年 8 月までの聞に放射線治療を施行された頭頚部癌患者で原発巣が組織学

的に属平上皮癌と診断されている 53 例のデータを解析した。放射線治療計画 (RTP) 前に撮

影した造影 CT (CE-CT) および、 18-F-fhiorodeoxyglucose-PET (FDG-PET) を使用して、 CE-

CT 画像および FDG-PET 画像の両者の所見から決定した肉眼的標的体積 (PET-GTV) と、

CE ーCT 画像のみに基づいて決定L た肉眼的標的体積 (CT-GTV) の比較を行った。さらに

19 例については、 4 名の放射線腫療医が独立して CT-GTV および PET-GTV の描出を行

ない、その比較検討を実施した。

原発腫蕩を同定可能かどうかという観点からみた感度は、 PET-GTV で 96% 、CT-GTV で

81% であった(p く0.0 1)。中咽頭癌および舌癌における CT-GTV の感度はそれぞれ 63 切および

71% で、 PET-GTV に比して特に低率だった。原発巣とリンパ節転移の両方を評価した比較で、

は、 53 例中 19 例(36%) において PET-GTV とCT-GTV が一致しなかった。 4 名の放射線腫

虜医が描出した 19 例の CT-GTV および、 PET-GTV の比較検討でも、 PET-GTV は 19 例す

べてで描出可能であったが、 CT-GTV は 19 例中 4 例で、描出不能であったo なお、 10 例では

CT-GTV の平均体積が PET-GTV のそれよりも大きく、また同様に 10 例で CT-GTV の標準

偏差が PET-GTV のそれよりも大きかった。

以上の結果から、頭頚部扇平上皮癌の RTP において肉眼的標的体積を決定するには、

CE-CT および FDG-PET の両者によって評価された PET-GTV の方が、 CE-CT 単独による

CT-GTV よりも望ましいことが示唆された。


